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2 Da-3 羊毛・綿交絡糸の伸長応力緩和特性の湿度依存性
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　目的羊毛の弾力性と綿の吸湿・吸水性を兼ね備えた、高性能布地のための基礎的研究
として、羊毛と綿の交絡糸の実用性能を明らかにする。本報では、羊毛と綿の混率を変化

させた交絡糸の伸長応力緩和特性の測定を行い、糸の応力緩和特性の湿度依存性について

検討し、また、伸長ひずみ依存性についても検討する。

　方法試料は、羊毛繊維直径22μｍの単一繊維から成る20texの羊毛糸とlOtexきざみに

20～80texの太さの異なる綿糸との組み合わせにより羊毛の混率を25.3%～77.2%に変化させ

た交絡糸と、綿と羊毛各100%の単糸を用いた。これらの試料は、羊毛繊唯の太さ及び糸の

撚りの影響を除外して糸の粘弾性的性質を確認するため、全て同一の撚り係数2800である。

実験は、温度25°Ｃで湿度を35,65,90%RHの異なる条件下で24hr調湿後、伸長ひずみ1.5Xでそ
れぞ脚部瀬掟を行い、また、25℃､65囲の条件下で伸長ひずみを1.5%,3%,5%の場合につ

いての緩和擢掟を行った。

　結果　伸長後0.1秒時の伸長荷重F(O.l)を基準にして伸長荷重F(t)をF(t)/F(0.1)として

規格化し、時間の対数値に対してプロットすると、1000秒以内では直線関係を示した。こ

の傾きを緩和係数とすると、湿度35, 65, 90%RHにおいて、綿100%の緩和係数はそれぞれ
0.0921, 0.1189, 0.2008、羊毛100%の緩和係数はそれぞれ0.0600. 0.0688，0.1268となり、

湿度力塙くなるほど緩和速度が早くなり、これらの糸の伸長応力緩和特性CこCよ湿度依存性

力汰きいことが認められた。また、伸長ひずみ5%以下ではひずみ依存性がほとんどないこ

とがわかった。交絡糸の緩和係数Ｒを羊毛100%の糸及び綿100%の糸の緩和係数Rw, Reを用

いてR＝a“･Rc十(1-a)“･Re(aは羊毛の混串、Nは定数)の式で示される複合則に当てはめる

と、35, 65, mRHにおけるN値はそれぞれ1.13, 1.14, 1.05となり、湿度を変化させても
羊毛とma)伸長応力四性の複侶＼iま、ほ

2 Da-4 織物のねじり変形とカップリング
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　目的　ねじり変形はドレープのような複雑変形と関連して重要な変形の一つであると考

えられるが、織物のねじり変形やねじり剛さについては明確にされていないのが現状であ

る。ねじり変形ではお互いに異符号のダプルカ-バチャーをもつ曲面を形成するために。

面外変形と面内変形のカップリングが生じると推察される。本研究では織物を積層板とみ

なすことによって連続体弾性力学の立場からねじり変形について考察し、ねじり剛性やね

じりによって生じる面内荷重を測定したので報告する。

　方法　織物をピンと張るための初期荷重をかけた状態で織物が一定速度でねじられた時

に生じるトルク（ねじりモーメント）とねじりにより織物表面の長さの変化が起こること

から生じると考えられる面内荷重もm時に測定できるように考案されたm置を用いて｡15

種類の織物について幅5ciii、長さ20cBの試料の一端を角度±30度までねじった場合のトルク

と面内荷重のねじり角度に対するヒステリシス曲線を測定した。

　結果　トルクaねじりの増加と共に直線的に増加する。面内荷重はねじりの小さいとこ

ろではほとんどゼロに近い値を示すが、ねじりがある程度進展すると急激に増大する。　い

ずれの場合もねじりによるヒステリシスは非常に小さいが、目付けが大きな布地ではトル

クーねじり曲線のヒステリシスは明確に現れる。初期荷重をゼロヘ外揮することによって

求めた荷重ゼロにおけるねじり剛性の値と曲げ剛性から計算された値との聞には比較的良

い相関関係が見いだされた。ねじりによって生じる面内荷重は面外変形と面内変形のカッ

プリングによって生じると解釈される。
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